
 

第４次かほく市行政改革実施計画書　項目数 ５２項目
・令和３年度実施項目数 ５１項目

　（うち目標達成項目数） ４２項目

　（うち目標未達成項目数） ９項目

・令和４年度以降に実績検証 １項目

令和３年度目標達成率 ・・・・

（42項目/51項目）

＜令和３年度目標未達成項目一覧＞

市民の健康づくりの機会創出　
①　健康ポイント付与人数
②　「百歳体操」参加人数
③　介護者教室満足度
④　健康づくり実施事業
⑤　スポーツ実施率

専門的業務研修の実施
⑥　国の研修機関への派遣

公用車（管理・運転業務）　
⑦　民間委託（福祉巡回バス維持管理等）
⑧　民間委託（老人福祉センター等のバス）

市税等の収納率の向上
⑨　市税等の収納率の向上　介護保険料の普通徴収口座振替率

令 和 ３ 年 度
第４次かほく市行政改革実施報告書

82.4%

№5

№7

№11

№13



項目 R2 R3 R4 R5 R6

1 市民サービス向上 総務課 開示請求方法の拡充 〇 〇 ★

総務課 告示内容のHP公開 〇 〇 ★

情報推進課 HP更新 〇 〇 ★

情報推進課 HP･広報意見等公表 〇 〇

情報推進課 提出方法の検討 〇 〇

3 定住促進の推進 企画振興課 住みよさ発信 〇 〇 → → →

子育て支援課 計画実施･推進 〇 〇 → → →

健康福祉課 プラン実施･推進 〇 〇 → → →

健康福祉課 ﾎﾟｲﾝﾄ付与人数 × × → → ★

長寿介護課 百歳体操参加率 × × → → ★

長寿介護課 介護知識等習得割合 〇 〇 → → →

長寿介護課 教室満足度 × × → → →

生涯学習課 受講者満足度 〇 〇 → → →

生涯学習課 健康づくり講座実施 〇 〇 → → →

スポーツ文化課 健康づくり実施事業 × × → → ★

スポーツ文化課 ｽﾎﾟｰﾂ実施率 〇 × → → ★

総務課

税務課

市民生活課

保険医療課

長寿介護課

子育て支援課

7 専門的業務研修の実施 総務課 研修機関への派遣 × × → → →

防災環境対策課 防災講座開催回数 × 〇 → → →

防災環境対策課 ﾏﾆｭｱﾙ整備･公開 〇 〇

2 市民生活課 民間委託 〇 〇 ★

税務課 民間委託 〇 〇 ★

10 ＣＡＴＶ（制作・放送業務） 情報推進課 民間活用洗い出し 〇 〇 ★

総務課 民間委託 〇 〇 ★

健康福祉課 民間委託 × × ★

長寿介護課 民間委託 × × ★

学校教育課 民間委託 〇 〇 ★

窓口ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ化
ＷＧによる

検討

民間活力の積極的
活用

11 公用車（管理・運転業務）

重　　点　　項　　目 実　施　項　目 主 管 課

1

達成状況及び実績報告必要年度

情報公開の推進

一体的な子育て支援の充実

パブリックコメント制度の推進2

9 窓口業務（住民票・証明発行業務）

4

5

8

6

防災体制の強化

市民の健康づくりの機会創出

〇 〇 → → ★機能的な組織の構築



〇第４次行政改革実施計画 項目一覧

項目 R2 R3 R4 R5 R6
重　　点　　項　　目 実　施　項　目 主 管 課

達成状況及び実績報告必要年度

3 12 受益者負担/分担金の適正化 財政課 サービス対価の適正化 〇 〇 → → →

情報推進課 実効対応策定 〇 〇 ★

税務課 現年度収納率 〇 〇 → → →

税務課 滞納繰越収納率 × 〇 → → →

税務課 啓発活動 〇 〇 → → →

子育て支援課 現年度収納率 〇 〇 → → →

保険医療課 国保税現年度収納率 〇 〇 → → →

保険医療課 普通徴収口座振替率 〇 〇 → → →

保険医療課 後期高齢現年度収納率 〇 〇 → → →

保険医療課 普通徴収口座振替率 〇 〇 → → →

長寿介護課 普通徴収口座振替率 × × → → →

長寿介護課 普通徴収収納率 〇 〇 → → →

都市建設課 現年度家賃収納率 〇 〇 → → →

都市建設課 業者選定 - ★

上下水道課 水道料現年度収納率 〇 〇 → → →

上下水道課 下水道料現年度収納率 〇 〇 → → →

上下水道課 受益者負担金現年度収納率 〇 〇 → → →

学校教育課 給食費現年度収納率 〇 〇 → → →

財政課 税外収入の検証 〇 〇 → → →

財政課 対象案件の検証 〇 〇 → → →

4 15 人事評価に基づく効果的で適正な人員管理 総務課 目標達成の割合 〇 〇 → → →

総務課 計画策定 〇 〇 → → →

総務課 事務分担明確化 - 〇 → ★ →

総務課
情報推進課

導入業務選定等 〇 〇 ★ → →

総務課 業務ﾏﾆｭｱﾙ見直し 〇 〇 → → →

効率的な財政運営の
確保

事務事業の継続的な
見直し

13

16 定員管理の適正化

市税等の収納率の向上

17 事務事業の整理合理化

14 新たな財源制度の確保



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

1 ○ 〇 － －

【総務課】

〇 〇 － －

【情報推進課】 検討 〇 改修 〇 運用 － －

2 検討 〇 実施 〇 － － －

【情報推進課】

検討 〇 実施 〇 － － －・意見募集方法についてよ
り一層市民の皆様からの意
見の提出方法を簡単にでき
るように検討する。

メールおよびHPからの投稿フォームでの
受付も可能としているほか、電子申請
サービスを活用したアンケートの回答受
付も開始した。

提出方法
の検討

パブリックコメント
制度の推進

・パブリックコメントに対
する意見のHP上等での公表
に加え、提案箱などにより
市へ寄せられた意見につい
ても、回答をHPで公開する
とともに内容を集計し、広
報へ掲載することを検討す
る。

防災環境対策課からの「かほく市第２期
空家等対策計画（案）」についてのパブ
コメ募集をHP上で実施した。（期間：令
和4年1月12日-1月26日、意見は無し。）
・広報1月号で読者アンケートを実施
し、翌年度4月号において結果の抜粋を
掲載した。
提案箱への投稿内容は、特定の個別的な
事象に対する要望・苦情が殆どであり、
一般化して「よくあるご質問」のような
形で公表するべきものがない状況であ
る。（その他、単なる落書きや、駅など
市役所以外への要望的なものも多数）

HP及び広
報での意
見等の公
表

・HPの構成等の全面的な見
直しを行う。

これまでのHPの課題を整理し、利用者が
必要な情報を探しやすいメニュー構成に
刷新した。また、スマホやタブレットな
ど閲覧する端末に合わせたデザインを採
用し、令和４年１月から運用を開始し
た。

HP更新

・市役所庁舎前にある掲示
場（告示板）の内容をHPに
て公開する。

市HP更新に併せて、掲示場の内容が公開
可能な構成にするなど、運用開始に向け
た準備を行った。

告示内容
のHP公開

公開範
囲の検
討

HP整備 運用
開始

情報公開の推進
・公文書開示請求の電子申
請を可能とするとともに、
請求内容の概要とその開示
の可否について結果をHPで
公開する。

市HP更新に併せて、電子申請及び開示結
果の公開が可能な構成にするなど、運用
開始に向けた準備を行った。

開示請求
方法の拡
充

条例・
HP等整
備の検
討

条例・
HP等整
備

運用
開始

重点項目： １ .市民サービス向上

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度の実績及び効果
【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかった

場合のみ記載】



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： １ .市民サービス向上

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度の実績及び効果
【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかった

場合のみ記載】

3 実施 ○ → 〇 → → →

【企画振興課】

4 実施 〇 → ○ → → →

【子育て支援課】

定住促進の推進
・若年層の定住を図るた
め、効果的な各種定住促進
事業を検討、実施するとと
もに、市の住みよさを効果
的に発信する。

◆新婚さん住まい応援事業
　申込件数：94件（R2：95件）
市民生活課と協力し、転入してきた新婚
世帯へチラシを配布し制度を周知したほ
か、ＨＰやＳＮＳを活用し広くＰＲし
た。
◆若者マイホーム取得奨励金
　申込件数：232件（R2：216件）
若者マイホーム取得奨励金制度リーフ
レットを新婚さん住まい応援事業活用者
へ配布したほか、ＨＰや各種メディアを
活用し広くＰＲした。
◆ＵＩＪターン住まい補助金
　申込件数：6件（R2：10件）
ＩＬＡＣやふるさと回帰支援センターと
連携し、県外からの移住者を獲得するた
め情報発信を行った。

住みよさ
の発信

一体的な子育て支援
の充実

・令和2年度からの第2期か
ほく市子ども・子育て支援
事業計画に基づき、関係各
課と連携し、一体的な子育
て支援を実施する。

・定住促進効果等により増
加する乳幼児・児童に対応
する為、更なるこども園や
学童保育クラブの受け入れ
体制強化策の検討を行う。

①第2期子ども子育て支援事業計画にお
ける保育需要の見込みを踏まえ、R2に公
募等を行った民設園を整備するほか、学
童保育クラブにおいても、市南部地区で
の受け入れ強化として、宇ノ気南部学童
保育クラブ・外日角第４学童保育クラブ
を設置した。

【保育需要の伸びに対応した施設整備】
・幼保連携型認定こども園の建設
　にじの丘こども園
　（秋浜地内　定員：１４４名）
・小規模保育園の建設
　リトルディッパーナーサリー
　（木津地内　定員：１９名）
・宇ノ気南部学童保育クラブ
　（大崎地内　定員：５４名）
・外日角第４学童保育クラブ
　（外日角地内　定員：４５名）

②地域における子育て世帯を支援するた
め、金津体育館をリニューアルした「あ
そびの森かほっくる」をオープン
【地域の子育てネットワークづくり】
　年間利用者　62,563人
　市内　　　　24,449人
　市外　　　　38,114人
　※年間使用料　12,834千円
　（利用想定60,000人/5,120千円）

子ども・
子育て支
援事業計
画の実
施・推進



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： １ .市民サービス向上

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度の実績及び効果
【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかった

場合のみ記載】

【健康福祉課】 実施 〇 → 〇 → → →

5 → × → × → → 1,500人

247人 292人

【健康福祉課】

【長寿介護課】 → × → × → → 1,000人

690人 715人

健康レッスンをはじめとす
る集団形式の教室は、感染
症による影響から参加人数
が大幅に減少した。コロナ
禍における感染対策や時代
に即した健康づくりとし
て、ウォーキングやスマー
トフォンを活用したウォー
キング事業の推進は有用で
あるため、今後も継続実施
し、個人の取り組みを促す
環境整備の推進を図る。

市民の健康づくりの
機会創出

・健康プラン21を基に、健
康ポイント等を活用した健
康における知識の啓発、健
康ウォーキング等を推進す
る。

※Ｈ29年度活動量計活
　用型ウォーキング・
　健康ポイントラリー
　参加実人数1,200人

■広報かほくに健康プラン21中間評価結
果を連載し、健康づくりに関する啓発普
及に取り組んだ。
H28年度より看護大学・イオンとの連携
によるか歩くウォーキング事業を継続し
た。参加方法として、従来の活動量計
に、いしかわスポーツマイレージを加
え、354人（新規84人）が参加した。
健康レッスンは、新型コロナウイルス感
染症の影響による人数制限、中止等によ
り、延292人の参加となった。

健康ポイ
ント付与
人数

・地域における住民主体の
介護予防活動の育成・支援
を行う。

R3年度は新たに1つの体操グループが立
ち上がり、市内43の体操グループとなっ
たが、新型コロナウイルス感染症の影響
により2グループが廃止となり、4グルー
プが活動を休止していた。そのため715
人の参加となった。
市公式YouTubeチャンネルやケーブルテ
レビにおいてかほくプラチナ筋力アップ
体操・かみかみ体操の映像を放送するこ
とで、コロナ禍においても自宅で体操で
きる環境を整えた。

「百歳体
操」参加
人数

新型コロナによる、体操グ
ループ活動自粛や高齢者の
外出自粛の影響で、目標を
下回った。新型コロナの影
響が続く中ではあるが、Ｒ
4より実施のかほくプラチ
ナポイント事業の周知を図
り、参加者数の回復を図
る。
【かほくプラチナ事業】
対象者：40歳以上の市民
内容：地域コミュニティに
おける介護予防活動やボラ
ンティア活動に参加した者
にＷＡＯＮへ交換可能なプ
ラチナポイントを進呈す
る。

・妊産婦・乳幼児等の状況
を把握し、支援が必要な
ケースに医療機関や児童福
祉等の関係機関と連携を図
り継続的包括的に支援を行
う。

母子手帳交付時の面接　307件
妊婦訪問：6件産婦・新生児訪問：306件
幼児訪問：126件
母子保健事例検討会　4回
要対協進行管理会議への出席　5回
個別ケース検討会　19回

個別面接・訪問を実施し育児に関する相
談に応じることができた。他機関との連
携支援が必要と判断した場合は検討会で
共有し支援につなげることができた。今
後も継続実施する。

健康プラ
ン21の実
施・推進



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： １ .市民サービス向上

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度の実績及び効果
【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかった

場合のみ記載】

【長寿介護課】 80.0% ○ 80.0% ○ 80.0% 80.0% 80.0%

87.5% 87.5%

90.0% × 90.0% × 90.0% 90.0% 90.0%

87.5%

87.5%

【生涯学習課】 80.0% 〇 80.0% 〇 80.0% 80.0% 80.0%

91.0% 91.0%

実施数 〇 → 〇 → → →

6個 5個

・介護者教室を開催し、介
護の知識や介護力の向上、
介護者間の交流の機会を確
保する。

〔家族介護者教室〕
認知症についての理解を深めてもらうた
め、自宅で介護をされている方や認知症
に興味がある方を対象に家族介護者教室
を開催し、VRを用いた認知症の疑似体験
や認知症に関する講話を行った。
【開催日時】　令和3年11月15日(月)
【開催場所】　市役所　3階　302会議室
【参加者】　　6名

〔男性介護者教室〕
認知症についての理解を深めてもらうた
め、男性介護者を対象に家族介護者教室
を開催。コロナ禍でこれまで以上に孤立
していると考えられる男性介護者が同じ
立場の人と繋がることが出来るきっかけ
づくりを行った。
【開催日時】　令和4年3月15日(火)
【開催場所】　市役所　3階　302会議室
【参加者】　　3名

※評価項目におけるアンケート回答者は
教室参加者の9名のうち8名

介護知
識・技術
を習得し
たと答え
た人の割
合

教室に満
足したと
答えた人
の割合

・市民の学習の場として開
校している「かほく市民大
学校」において、健康づく
りをテーマとする学習機会
を提供する。

・「かほく市出前講座」に
ついて、引き続き講座の分
類に健康づくりに関する講
座メニューを設ける。

〔具体的な実施内容〕
（市民大学校、出前講座等）
市民や各種団体の生涯学習推進や行政の
情報を発信する機会として、コロナ禍前
より回数は減ったものの、市民大学校、
出前講座等を継続して開催した。
（アンケート実施）
市民大学校各講座開催時にアンケートを
実施し、感想や評価、希望講座等を分析
した。また、アンケート結果を踏まえ、
翌年度の講座開催に反映し、さらに魅力
的な講座開催に努めた。
（情報発信）
市広報、ＨＰ、いいメールかほく、ケー
ブルテレビ等を活用し、講座開催の情報
発信・参加者募集に努めた。

受講者満
足度

健康づく
り関連講
座の実施

相談業務などをするなか
で、男性介護者が抱えてい
る困り事について分析し、
男性介護者教室で取り上げ
ることで、教室の参加者の
満足度向上へつなげたい。



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： １ .市民サービス向上

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度の実績及び効果
【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかった

場合のみ記載】

【スポーツ文化課】 → × → × → → 3事業

0事業 0事業

→ 〇 → × → → 70.0%

78% 55.3%

6 機能的な組織の構築 設置 〇 → 〇 → → まとめ

【総務課】

【税務課】

【市民生活課】

【子育て支援課】

【保険医療課】

【長寿介護課】

7 3人 × 3人 × 3人 3人 3人

0人 0人

【総務課】

研修機関においてオンライ
ン対応ができるように整い
つつあることから、人材の
育成を継続して実施してい
くために、今後は、オンラ
インでの参加も進める。

専門的業務研修の
実施

・国、県の専門研修機関を
利用し、職員が専門的知
識、技術を身につける。
【研修機関】
　・県市町村職員研修所
　・総務省自治大学校
　・市町村アカデミー
　・国際文化アカデミー

新型コロナウイルス感染拡大の影響のた
め、全ての派遣研修について、実施を見
送った。

国の研修
機関への
派遣

・市民体力テストをはじめ
てとして、石川県立看護大
学等との連携事業を継続・
拡充し、更なる地域住民の
健康づくりを推進する。

・子どもから高齢者まで誰
もが気軽に参加できる
ニュースポーツイベントを
開催し、健康で生きがいを
感じる機会の充実に努め、
市民の健康・体力の増進を
図る。

新型コロナウイルス感染拡大を考慮し、
市民体力テスト等連携事業については、
実施を見送ったが、コロナ禍においても
実施できるイベントとして、イオンモー
ルかほくにおいて、遊びをスポーツとし
て捉えた「昔遊び教室」を実施した。

新型コロナウイルス感染症の影響をうけ
たが、感染対策を行い、スポレクサー
キット大会を開催した。微力ではある
が、コロナ禍の市民への健康・体力の維
持の場を提供できた。

健康づく
り実施事
業

市民(成
人)の週1
回以上の
スポーツ
実施率

・関係各課によるワーキン
ググループを立ち上げ、そ
の調整を行う。係ごとの業
務を洗い出し、横断的業務
や重複・類似業務の集約の
検討を行う。

死亡に伴う手続を一元化して行う「おく
やみコーナー」設置に向けて準備を進
め、令和3年4月1日より運用を開始し
た。

「おくやみコーナー」利用実績
予約あり：212件
予約なし：148件

ワーキン
ググルー
プによる
検討

看護大学との連携事業につ
いては、取組の方向性を検
討し、住民のニーズを捉え
た的確な施策を連携して取
り組んでいくこととする。

今年度よりSNSを活用し、
アンケート調査を実施した
が、必ずしも多世代にわた
る実体が把握できたとは言
い難く、次年度に課題を残
す調査となった。



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： １ .市民サービス向上

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度の実績及び効果
【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかった

場合のみ記載】

8 10回 × 10回 〇 10回 10回 10回

5回 14回

【防災環境対策課】

〇 整理 〇 HPへの － －

検討 公開

・拠点避難所ごとにマニュ
アルを整理し、ホームペー
ジに公開する。

拠点避難所ごとのマニュアル公開に向け
ての検討を行い、問題点などを洗い出し
した。また、新型コロナウイルス感染症
等避難所対応マニュアルを作成し、自主
防災組織等に配布し、HPで公開した。さ
らに、石川県と協力し河北台中学校で
「新型コロナウイルス感染症と自然災害
の複合災害における避難所開設・運営の
ポイント」の動画を作成し、各町会区へ
配布した。

マニュア
ルの整
理・公開

整理
検討

防災体制の強化
・拠点避難所（市内9小中
学校）の施設状況に合わせ
た運営マニュアルの見直し
を行うほか、各種ハザード
マップについても国・県か
らの区域変更の情報を適宜
反映させて見直しを行い、
様々な機会を捉えて防災士
を始めとした市民に周知す
る。

新型コロナウイルス感染拡大の影響のた
め、周知する機会が大幅に減少したな
か、参加対象の絞り込みや、動画配信な
どの工夫を行った。

防災講座
の開催回
数



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

9 検討 〇 → 〇 実施 － －

【市民生活課】 検討 ○ → 〇 実施 － －

【税務課】

10 検討 〇 → 〇 実施 → →

【情報推進課】

11 検討 〇 → 〇 実施 － －

【総務課】

【健康福祉課】 検討 × → × 実施 － －

窓口業務（住民票・
証明発行業務）

・民間活力を利用するこ
とによるメリット、デメ
リット等を調査検討し、
委託可能な業務について
委託する。

■R3事業費　　   14,465千円
　・運行委託料  　7,447千円
　・燃料費　　  　2,753千円
　・自動車修繕費  1,723千円

・利用延べ人数＝38,510人
・運行延べ日数=484日
・1日平均利用人数=80人
　車両の維持管理、運行管理について
は委託せず、運転業務のみ委託した。

車両の維持管理や運行管
理が実施可能な民間事業
所の把握や、一連の事務
処理についての洗い出し
に十分な時間がとれな
かった。その他公共交通
機関の実態を含め、業務
委託に向けた具体的な計
画を策定する必要があ
る。

委託可能な業務範囲について検討し
た。引き続き、メリット、デメリット
等を含め、総合的に委託可能か調査検
討を行う。

公用車（管理・運転
業務）

重点項目： ２．民間活力の積極的活用

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度実績及び効果

【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかっ

た場合のみ記載】

民間委託

・コロナ禍でイベント等の中止や人員
制限がされる中で、本来のイベントの
代替としての番組制作を民間委託し
た。
（敬老会【中止】→【代替】御供田幸
子コント番組）
（小学校卒業式【３校】→【全６
校】）
・年2回の番組審議会を開催した。
※H27から年2回開催（委員からの申出
があり、9月と3月に開催）

民間活用
の洗い出
し・実施

・道路運搬車両法第48条に基づく定期
点検整備を行っており、点検時に消耗
品等を取り換えている。

・検討した結果、これまで車両を納車
した業者には廃車までの間、定期点検
整備や車検をお願いしてきた経緯があ
り、現有車におけるメンテナンスの一
括委託実施は難しいことが判明した。

民間委託
（住民票）

民間委託
（各種証明）

国のデジタル化が急ピッチで進められ
ている中、マイナカードを利用したコ
ンビニ交付システムは急激に増加して
いる。証明書の発行業務等の委託につ
いては、メリット、デメリットを含
め、引き続き調査検討する。

・公用車のメンテナンス
や消耗品等の更新等を含
めた一括委託の検討を行
う。

・現状、福祉巡回バスは
運転業務のみ外部（シル
バー人材センター）に委
託しているが、車両の維
持管理、運行管理、ルー
トの見直し等、行政が処
理している業務も包括的
に外部委託する。

ＣＡＴＶ（制作・放
送業務）

・撮影および編集業務委
託の拡大
・新サービス対応機器の
共有推進
・有識者による番組審議

民間委託



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： ２．民間活力の積極的活用

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度実績及び効果

【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかっ

た場合のみ記載】

【長寿介護課】 検討 × → × 実施 － －

【学校教育課】 検討 ○ → 〇 実施 － －

新型コロナウイルス感染
症予防対策のため、複数
回にわたり事業が中止と
再開を繰り返し、利用者
への連絡やバスの送迎中
止、再開等イレギュラー
な対応が必要となり、民
間委託の検討を進めるこ
とができなかった。今後
は、民間委託した場合の
適正な管理運営と効率化
を図れるよう検討してい
く。

・老人福祉センター等の
バスの運行や管理業務の
民営化について検討を行
う。

民間委託施設利用延べ人数＝10,548人（R2：
8,883人）
老人福祉センターを利用することで、
高齢者の健康増進と利用者同士の交流
を図ることができ、かつ日常生活動作
（ＡＤＬ）の維持など介護予防にも役
立っている。
施設利用者のうち約3割の方が送迎バス
を利用しており、施設利用者にとって
バスの運行は必要欠かせないものと
なっている。

スクールバス及び学校給食センターの
配送業務の民間委託についての課題を
整理し検討を行った。

・スクールバス及び学校
給食センター配送業務を
民間委託する。

民間委託



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

12 検討 ○ → 〇 → → →

【財政課】

13 検討 〇 → 〇 策定 － －

【情報推進課】

【税務課】 98.9% ○ 98.9% 〇 98.9% 98.9% 98.9%

99.1% 99.4%

納税コールセンター委託業務につい
て、現年度分未納者を調査集約し、連
携を図りながら電話催告を実施するこ
とで現年度分の滞納防止につなげた。
　
・依頼件数2,372件
　内電話番号判明件数1,408件
　（59.4％）※※電話番号不明の滞納
者について、納税コールセンター委託
業務により電話番号が判明した率
　　　内納付承諾件数285件
　　　（12.0％）

　【現年度収納率実績数値】
　　　・H30年度　99.19％
　　　・H31（R1）年度　99.39％
　　　・R2年度 　99.08％
　　　・R3年度 　99.43％
　　　　調定：4,114,361,742円
　　　　収入：4,090,995,662円

重点項目： ３．効率的な財政運営の確保

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度実績及び効果

【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度）

市税等の収納率の
向上

・ケーブルテレビ使用料
の未納に対する実効的な
対応策を策定する。

・滞納者宅への書面及び
電話に加え訪問による催
告を実施する。

実効的対
応策の検
討・策定

金沢ケーブル㈱と共同で、ケーブルテ
レビ利用料金とインターネット・ケー
ブルプラス電話の利用料滞納者に対
し、電話・書面による督促に加え、分
納による未納額削減提案やコンビニ・
銀行での納付書送付を実施した。ま
た、サービス内容のランクダウン等で
の対応も実施し、一部、訪問による督
促も実施した。

結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかっ

た場合のみ記載】

受益者負担/分担金
の適正化

・公共施設の使用料や各
事業において負担いただ
いている受益者負担金に
ついて、利用者負担の原
則に基づき適正に反映さ
せる。

サービス対
価の適正化

・下水道使用料の改正の必要性につい
て主管課との協議を継続した。
・国民健康保険税の税率改正に向け
て、主管課と協議し、条例改正を行っ
た。

・コールセンターとの連
携を図り、現年度未納分
に対する早期電話催告を
行う。

現年度収
納率



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： ３．効率的な財政運営の確保

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度実績及び効果

【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかっ

た場合のみ記載】

14.7% × 15.7% 〇 15.7% 15.7% 15.7%

17.0%

実施 ○ 実施 〇 → → →

【子育て支援課】 100% ○ 100% ○ 100% 100% 100%

100% 100%

・各こども園での園長から定期的な保
育料納入の声かけを行い、滞納額の発
生を未然に防いだほか、長期滞納者に
ついては、子育て支援課職員により定
期的な納入案内を行った。
【R3保育料】
（現年度）
・調定額：75,526千円
　収納額：75,526千円（100%）
（過年度）
・調定額：1,329千円
　収納額：　479千円（36.0%）

新型コロナウイルスによる徴収猶予分
の納税により、徴収率が改善された。
また、県滞納整理機構と連携し効率的
に滞納処分を実施。定期的に、滞納整
理状況の進捗具合を見直し、速やかに
滞納処分を実施するとともに、処分不
可能なものは執行停止をし、滞納額の
圧縮につなげた。

【滞納繰越分収納率実績数値】
　　・H30年度　17.25％
　　・H31（R1）年度　13.70％
　　・R2年度 　14.65％
　　・R3年度 　17.02％
　　　調定：227,172,670円
　　　収入： 38,672,549円

租税教室を市内小学校を対象に実施し
た。授業後にも授業を受けての質問が
寄せられるなど、税への関心と理解を
深めることができた。
【租税教室開催実績】
・6/15　高松小学校

現年度収
納率

・保育料に係る未納額が
少額のうちに早期に滞納
者へ納付を促す。また、
高額滞納者などに対して
は税務課と連携し、分納
誓約や法的手続きを進め
る。

・長期にわたる悪質な滞
納者に対し、厳正に対処
するため捜索等の滞納処
分を実施し、処分不可能
な事案には速やかに執行
停止を行い、メリハリの
ある滞納整理を行う。

滞納繰越
分収納率

・イベントや学校への租
税教室を通じて納税に関
する啓発活動を行う。

啓発活動
の実施



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： ３．効率的な財政運営の確保

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度実績及び効果

【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかっ

た場合のみ記載】

【保険医療課】 現年度収納率実績数値 95.0% 〇 95.0% 〇 95.0% 95.0% 95.0%

　　Ｈ31年度　97.03% 97.7% 97.9%

　　Ｒ2年度　 97.71%

　　Ｒ3年度　 97.91%

調定：582,329,500円 70.0% 〇 70.0% 〇 70.0% 70.0% 70.0%

収入：570,140,950円 74.7% 76.1%

現年度収納率実績数値 99.5% 〇 99.5% 〇 99.5% 99.5% 99.5%

　　Ｈ31年度　99.81% 99.9% 99.9%

　　Ｒ2年度　 99.94%

　　Ｒ3年度　 99.93%

調定：332,877,099円 90.0% 〇 90.0% 〇 90.0% 90.0% 90.0%

収入：332,648,800円 90.3% 91.8%

【長寿介護課】 34.0% × 34.0% × 34.0% 34.0% 34.0%

29.0% 33.6%

90.5% 〇 90.5% 〇 90.5% 90.5% 90.5%

99.0% 91.8%

【都市建設課】 99.0% 〇 99.0% 〇 99.0% 99.0% 99.0%

99.9 100%

－ － － － 選定

・現年度収納率を上げる
ために口座振替を推進す
る。
・現年度収納率を上げる
ためには、新規滞納者の
発生を防止することが重
要であることから、関係
課とも連携を図りながら
次の事項を実施する。
・督促状の送付
・コールセンター等を活
用した電話催告や文書に
よる催告
・納付相談や臨戸
・納税等の意思のない方
には滞納処分

国民健康
保険税
現年度収
納率

普通徴収
口座振替
率

後期高齢
者医療保
険
現年度収
納率

普通徴収
口座振替
率

・介護保険料に係る新規
滞納者の早期対応を強化
する。
・65歳到達時期
・年金特徴から普通徴収
への切替時

普通徴収口
座振替率

・料金徴収事務がある他
課との情報共有を強化す
る。

普通徴収
収納率

業者選定

R3年度分の収納率は100％であった。
調定額：64,086,575円
収入額：64,086,575円

指定管理者と密に連携をとり、こまめ
な催促の連絡を行ったことにより、R3
の滞納世帯はなかった。

現年度家
賃収納率

・指定管理者との連携を
維持し、市営住宅の家賃
（滞納分含む）徴収の強
化に努めるとともに、請
負者の更新時に家賃徴収
体制等も選定基準に加え
業者選定を行う。

督促状および催告書を送付すること
で、滞納にならないよう注意喚起し、
また滞納になっても早期の段階で対応
ができ大口滞納者の発生を防げた。

税務課と常に情報を共有、業務連携す
ることで、窓口の一元化、漏れのない
対応ができた。

新規普通徴収対象になっ
た方に口座振替依頼書を
同封し、口座振替を促進
する。



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

重点項目： ３．効率的な財政運営の確保

実　施　項　目
【主管課】

実　施　内　容
R3年度実績及び効果

【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度） 結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかっ

た場合のみ記載】

【上下水道課】 98.6% ○ 98.6% 〇 98.6% 98.6% 98.6%

98.8% 98.9%

98.9% ○ 98.9% 〇 98.9% 98.9% 98.9%

99.0% 99.0%

98.0% ○ 98.0% 〇 98.0% 98.0% 98.0%

99.3% 100.0%

【学校教育課】 99.5% ○ 99.5% ○ 99.5% 99.5% 99.5%

99.9% 99.9%

14 ○ 検証 〇 → → →

【財政課】

検証 ○ → 〇 → → →

新たな財源制度の
確保

・他自治体で導入されて
いる税収以外の様々な財
源について、かほく市に
おける実施可能性を探る
ほか、独自の財源創出を
検討する。

税外収入
の検証

事例収
集等

・先進市町の事例について調査・研究
を行った。
・新型コロナウイルス感染症の流行に
より、広告に応募する企業等が無かっ
た。

・上下水道料金について
は、滞納額を増やさない
ため、また、滞納したま
ま市外へ転出しないよ
う、毎月給水停止を実施
する。

・受益者負担金について
は、一括報奨金制度の周
知徹底と、ボーナス支給
月の職員一斉電話催告と
戸別訪問を実施する。

・学校と連携し、給食費
の徴収体制の強化を図
る。

給食費現
年度収納
率

 現年度収納実績数値 99.9%
 調定：165,414,729円
 収入：165,257,649円

下水道使
用料現年
度収納率

・公民連携など民間活力
を積極的に取り入れるこ
とにより、財源・資産の
有効活用を図ることが可
能となる。

対象案件
実施可能
性の検証

・（仮称）かほく市総合体育館の建設
や運営に係る事業者を決定し、契約を
締結した。
・かほっくるの運営事業者を決定し、
R3.4月に供用を開始した。
【利用者数】
　R1: 6,766人（旧金津体育館）
　R3:62,563人（かほっくる）

受益者負
担金現年
度収納率

水道料現
年度収納
率

・上下水道料金については、滞納額を
増やさないため、また、滞納したまま
市外へ転出しないよう、毎月給水停止
を実施する。

・受益者負担金については、一括報奨
金制度の周知徹底を実施している。



項目 R2 評価 R3 評価 R4 R5 R6

15 90.0% ○ 90.0% ○ 90.0% 90.0% 90.0%

97.0% 98.8%

【総務課】

16 ○ ○

【総務課】

－ 分析 ○ 検証 運用 →

17

【情報推進課】 (検証)

【総務課】

結果分析と今後の対策
【目標を達成できなかっ

た場合のみ記載】

重点項目： ４．事務事業の継続的な見直し

実　施　項　目
【主管課】

実　　施　　内　　容
R3年度実績及び効果

【具体的な実績内容】

実施スケジュール（年度）

導入候
補業務
選定

・新任評価者に対して、研修を行い、
制度の趣旨を再確認するとともに、評
価者として目標管理による業績評価及
び能力評価の共通した技術を学び、人
事評価についての組織内における認識
の共有化を図った。
・定期的に評価者に対し、研修を行う
とともに、検討委員会の意見を踏まえ
ながら、人事評価制度の客観性・納得
性・透明性・信頼性の確保に努めてい
くことが、能力・実績に基づく効果的
な人事管理に繋がる。

職員が自ら
定めた目標
を達成でき
たと回答し
た項目の割
合

定員管理の適正化
･定年引上げを見据え、再
任用制度による再雇用者
を適正に配置できるよう
な仕組みを構築する。

・行政サービスの多様

定員適正
化計画の
検証・策
定

適正化
検証

人事評価に基づく効
果的で適正な人員管
理

・年度始めの期首面談に
より、組織目標、個人目
標等を明確にし、認識の
共有化を図る。

・人事評価制度について
は、中間評価、期末評価
の2回に分けて実施、それ
ぞれの結果を勤勉手当に
反映される。総合評価に
ついては、職員の昇給に
反映する。

適正化
検証

適正化
検証

適正化
検証

・会計年度任用職員の人
数、業務等を明確にし、
全体での適正な職員数を
把握する。

非正規職
員との事
務分担の
明確化

・第4次定員適正化計画（R元年6月策
定）に原則基づくが、安定した行政
サービスを継続して実施していくため
に、休業者や再任用職員、退職見込者
など、総合的に判断して新規採用数を
決定した。
Ｒ３計画人数：344人
　　実績人数：352人
　　（R3新採18人,R2退職13人）
・会計年度任用職員については、各課
の任用計画書に基づき、任用数ヒアリ
ングで各課の意見を聴取し、非正規職
員との事務分担を分け、業務量と人数
とのバランスを図った。

適正化
検証

→事務事業の整理合理化
・RPA及びAI導入の可能性
や必要性を検証したうえ
で効果的に導入を行う。
　・先進事例調査・研究
　・職員向けに周知
　・かほく市にとって導
　　入効果が高いと思わ
　　れる業務の選定

・職員を対象に行政デジタル化勉強会
を実施(1/19、50名参加)
・各課に対し、RPA導入意向アンケート
を併せて実施
・「ふるさと納税業務」にRPAを令和４
年１月から導入し業務効率化を実現

導入対象
業務の選
定及び導
入検証

職員向
け周知

〇 〇 まとめ

→

→

・職員定数削減及び制度
の複雑化により、人事異
動等の際の業務引継ぎが
困難となっていることか
ら、事務処理マニュアル
の見直しを行い、内容の
充実を図る。

事務処理
マニュア
ルの充実

現状
分析

〇 更新 〇
・事務処理マニュアルはその内容に変
更があった場合は更新するよう職員に
周知し、誰でも閲覧ができるよう庁舎
内のサーバーに保存している。
・R3年度については各課のマニュアル
に併せ、職員全体や複数課に跨る各種
マニュアルについても保存した。

→ →


